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I はじめに

われわれは， 日本鉄道史に関する基礎的研究を意図し， 目下のところ， 主と

して阪和圏におけるケ ー ス ・ スタディを試みているが， 小稿では， 鉄道国有化

前後の一般的趨勢をうかがっておくことにする． 明治期鉄道政策の変退をみた

場合， この点は， いうまでもなく， 第1次• 第2次鉄道熱期， さらに鉄道国有

化後の軽便鉄道熱期の中間に位置し， 日本鉄道史上一時期を画するものであっ

た． 前者および後者については， 別稿である程度言及したことがあるので， こ

こで鉄道国有化前後の動向についても素描し， 明治期鉄道政策の推移を再確認

しておきたいと思う(1).

ただし， 新たな論点はあまりなく， 既存の成果に基づく， 簡単な党書にすぎ

ないことを断っておかねばならぬ．
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Il 鉄道国有法の制定

鉄道国有化の要求は， さきの拙稿でも多少ふれたごとく， すでに明治20年代

からあらわれていたところである ． 鉄道国有を主張したのは， 何よりも井上勝

をはじめとする鉄道官僚であり， また軍部， とくに陸軍であった． そこでは経

済的， 軍事的側面の両面が鉄道国有を要求してきたとみることができる ．

日蕗戦争終了後の 明治38年 (1905) 12月閣議提出文書として まとめられた

「鉄道国有ノ趣旨概要」は，「(1)鉄道国有ハ産業振興ノ資タルコト， (2)外人ノ

鉄道株式所有ヨリ生スル弊害， (3)戦後財政ノ整理二使ス）レコト」(2) の3点をあ

げているが， いわゆる日蕗戦後経営の立場から， 明らかにされた論点である ．

戦後財政立てなおしをはかるためにも， 買収公債の発行は有効不可欠とされた

のである ． つ ぎに， この過程を瞥見してゆくことにする．

日清戦争のとき， 鉄道は東京・広島間， 東京・青森間， 東京 ・ 直江津間など

の幹線をはじめ， その他いくつ かの支線が開業しており， これらの官設 ・ 私設

の各鉄道が軍事輸送のために最大限の能力を発揮したが， 日篠戦争の際には，

さらに多くの鉄道が開業していた． ところが， この場合， 軍用列車が官設鉄道

および各私設鉄逍にまたがって運転されることが多かったため， 手続上面倒で

あるばかりでなく， 秘密保持の面からも問題があった． このような事情から，

軍事輸送に際して国家が直接鉄逍を管理 ・ 運営することが最も望ましいとされ

たのである ．

さらにプ）レジョアジー の側でも， しだ いに鉄道国有の方向を主張するように

なった ． もともとプ）レジョアジー には， 明治23年(1890)の資本主義的恐慌以

後， 鉄逍国有化論 が高まった時期があったが， 続いて日清戦争後にも北海道炭

砿鉄道重役の井上角五郎・雨宮敬次郎· 岩田作兵衛等およびいわゆる鉄道投機

家は， 恐慌対策の1つとして鉄道国有を請願する動きを示した ． もっとも31年
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11 月軍部の代表である第2 次山県有朋内閣が成立し， 帝国鉄道調査会が設けら

れ， いったん具体化への兆しがみえたものの， その後国有請願の歩調はそろわ

なくなっていた (3). とくに財界主流は， これに消極的であったようである．

このような曲折をへたが，政府は議会対策上，鉄道国有化問題をとりあげた．

すなわち明治32年2 月衆談院議員星享ほか3名は， 第13回帝国議会に鉄道国有

の建議案を提出， 可決されたのである． そしてこれに基づき， 政府は鉄道国有

調査会を設置し， その調査の結果， 第14回帝国議会に鉄道国有法案および私設

鉄道買収法案を提出するにいたった． けれども財政難の制約に加えて， もとも

と政府自身， この法案成立への熱意を欠いていたことから， 審議未了で不成立

となった．

また明治33-34年の経済恐慌の再発に伴い，341:f-12月には大阪 ・ 神戸・京都

• 東京の各商業会議所の協議に基づき， 東京商業会蔽所から賞・衆両院に対し

私 鉄買収の請願がなされた ． しかし， 政府は不況に対する救済策として国有を

計画するというプ）レジョアジー の姿勢には祓極的な対応を示さなかった． けっ

きょくこの段階の鉄道国有化が実現にいたらなかったのは， わが国資本主義の

指均的大資本＝財閥政商プ）レジョアジー が， 依然として傍観的であったからと

みられる(4).

しかるに， 日露戦争後の段階に入ると， 鉄道国有化を， 単に目前の利潤追求

という立場からではなく， 帝国主義段階における資本の要請として主張する立

場が明確となってきた． たとえば渋沢栄ーは，「現政府が若し 鉄道政策に依て

輸出入杯の上に注意を加へ国力を増進すると云ふ見地から鉄道国有を主張する

ものなれば止むを得ず， 自分等も最初は反対した政策であるけれども今日の場

合或は同意せざるを得ぬかと思ふ」と述べ， 鉄道国有の支持の立場にまわった

のである(5).

かくして鉄道国有化問頌は， 山県 ・ 桂の連繋をうけて， 第1次西園寺公望内

閣のときに具体化する． すなわち鉄道国有調壺会に よる「鉄道国有ノ 趣旨概
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要」「私設鉄道買収調壺要項」の 2 答申をもとに作成された 鉄道国有法案が，

明治38年12月閣議において決定され， 翌39年桂内閣の辞職により，つ ぎの第1

次西園寺内閣のとき， 京釜 鉄道買収法案とともに， 第22回帝国議会に提出され

る運びとなったのである． その趣旨は， 冒頭に述べたとおりである ．

具体的な政治過程では， 買収会社32社を17社にするなどの修正が行なわれた

が， 衆議院では賛否両者の乱闘騒 ぎもおこり， 反対派は皆退場する中で強行可

決された． ここに明治39年(1906 ) 3 月 鉄道国有法は公布され， 同法 第 1 条

で，「一般運送ノ用二供スル 鉄道ハ総テ国ノ所有トス， 但シ ー地方ノ交通ヲ目

的トス）レ鉄道ハ此ノ限二在ラス」 という鉄道国有の原則が樹立 されたのであ

る． 同時に京釜 鉄道買収法も公布された．

しかし， 被買収鉄道のすべてが買収に積極的であったわけではなく， むしろ

鉄道国有法案成立以前に買収反 対運動を繰りひろげた私鉄もあった． 三菱が実

質的に支配していた九州 鉄道はその 1つであるが， 当時この鉄道は三菱の鉱山

経営にとって重要な役割を果たし， 石炭輸送の独占的支配で高配当を続けてい

たからである． 三菱の女婿である加藤高明外相は， 法律成立とともに辞職して

しまった．

また明治35年から， 官設鉄道と激烈な競争を展開した関西 鉄道も， やはり最

後まで国有化に反対した私鉄の 1 つである． 明治39年12月 鉄道国有法第1 条が

買収対象を幹線に 限定していることに 反 するという理由で， 同社の「 鉄道国有

除外請願書」を内閣総理大臣に提出している． また「国有除外請願懇願書」を

貴・衆両院に送付して賛同を求めたのである(6).

関西 鉄道の国有除外請願 関西 鉄道は今回左の願書を其筋に呈出したり．

鉄道国有法により関西 鉄道株式会社の除外を請願仕度左に其理由関陳仕候 ．

去る明治二十二年十二 月 弊社創業の当時は沿線の貨客未だ鉄道を利用するの

道に慣れず随て弊社は毎期予定の収益を得る能はざるのみならず無配当の苦

境に沈みたることも亦再三なりしが三十一年末に及んで漸く名古屋大阪を全
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通し貨客漸次増加の趨勢を呈せしに端なく大阪鉄道と競争を惹起し三十三年

五月同鉄道を買収するや間もなく官線との競争より収益常に意の如くならず

然るに三十七年に及んで官線との協約成立して舷に全く競争の跡を絶ち傍ら

近畿小鉄道の統一を尽策し紀和， 南和及奈良の三鉄道を買収してより収益頓

に増加せり即ち三十八年度の収入は三十七年度に比し二割〇八三， 三十六年

度に比し五歩―四， 三十五年， 三十四年よりも各々一割二五九， ー割六ニニ

の増加を示し殊に又昨年は其筋の認可を得て空前なる低利 の外資を輸入し之

を以て高率の旧債悉皆伯却し祖々内外の業務を整理改善し荻に多年の愁眉漸

く開けて前途の望洋々たるの秋に於て突然鉄道国有法の発布に会せり同法に

規定せる買収価格の椋準は明治三十五年後半期より明治三十八年前半期に至

る六営業年度の収益にして其後の収益及将来の見込に就ては延も姐酌する処

なし然るに他の被買収鉄道に於ては該六営業年度間の収益平均は幸ひに其後

の収益割合と大差なく殊に已に買収せられたる鉄道中には其法定買収率の現

今益金の割合よりも梢々超過するものもあり即ち日本鉄道の買収率は一割四

歩五厘なるに同社の明治三十八年下半期及同三十九年上半期の益金割合は一

割一歩弱及ー割二歩強なり又山陽鉄道の買収率は一割一歩弱なるに同社のりj

治三十八年下半期及同三十九年上半期の益金割合は六朱弱及ー割弱なり（両

社両期共戦時増収の結果として巨額の繰越金を有せるも之れを前三期の平均

額即ち日鉄は二十二万余円山鉄は二万八千余円の割合に引直し以て配当率を

計算せり）然るに此傍ら弊社に於ては前陳の如く他鉄道に類例なき特種の事

情あるが為め該六営業年度問の収益平均は其後の収益割合よりも逝かに低位

なるに拘はらず他鉄道と同一率の下に買収価格を算定せられんとす弊社の苦

痛不利益之より大なるはなし之れ今般国有除外請願の止むを得ざる理由其一

なり

過般来買収せられたる諸鉄道は其解散に際し何れも其職員に相当の慰労金を

給与せり之れ至当の処置にして又人道の美事なり今其給与金額を見るに職員
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の月給額に対し或は平均十三ヶ月或は同二十四ヶ月にして各社の平均は実に

十八ヶ月三分三厘に当れり弊社も亦他日解散に際せば他社と同じく慰労金を

給与せざるべからず然るに政府の買収価格によりて試みに此金額を算出した

るに別紙参考書（略す）に示せる如く平均四日三分余に過ぎずして各社の平

均額に対し比較の限りにあらず之れ即ち目下解散の到底不可能なることを表

示するものにして今般詰願の止むを得ざる理由其二なり

鉄道国有法発布の理由は当局者の説明に拠り弊社之を知悉せり然るに弊社線

の内名古屋大阪間は我国の幹線の一部を構成せるが如き観あるも同区間には

別に完全なる官線あるを以て二条の併行幹線を官有するの必要なかるべく又

連絡輸送及運賃低減等の如きは現今局線と弊社線との間に実行しつヽあるが

如き協定に拠りて十分其目的を達し得べければ之が為めに弊社線を国有に帰

せしむるの必要なきが如し殊に弊社鉄道は元米遊覧鉄道にして園有法第一条

但書の 「一地方の交通を目的とする鉄道」なれば同条に拠り弊社を国有法よ

り除外するも亦妨なかるべし之れ本請願の理由其三なり

鉄道国有法の発布せらる＞や弊社株主は弊社の同法より除外せられんことを

希望するや切なり遂に去十月二十八日臨時総会を開催し満場一致を以て別紙

決議書を決議し以て国有除外期成同盟会なるものを組織し飽く迄も政府に辿

りて索志の貫徹を哀願せんことを取締役に要求せり之れ此請願の止むを得ざ

る理由其四なり

以上の理由篤と御諒察被成下鉄道国有法より関西 鉄道を除外相成候様御取計

被成下度此段奉請願候也

ただ一方で． いずれ国有化は免れないとして． 同月開かれた株主総会では少

しでも条件を有利にしようと．「複線ヲ敷設シ 電カヲ併用スル等」(7) を決議して

いる． けっきょく明治40年10月1日買収と指定された．

鉄道国有法の公布施行に伴い． その実行機関として， 同年 5月臨時鉄道国有

準備局が設悩され． 被買収鉄道の買収価格の調壺 • 算定や職員・固定施設 ・ 流
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会社名

第］表鉄道国イi化の内容
- - ------- - - - -- -- . - - -- -

買収 線 路 引継車両
年月日 マイル程 I 引継人員公債交付総額 現在路線名

機関車客車ド用車
'""ふ l �-, · ;;, -ーチーエ = ジI 紐I ―紐, ---.;;;; , , mr 北

炭
海

砿
道がロ '°' ＂＂ '"' 

39.10. 1 207 5l 79 102 1,759 3,673 室蘭線・函館
線等

甲武 39.10. 1 28 54 13 92 316 990 

日 本39 .11. 1 860 35 368 857 6,411 13,473 

岩越 39.11. 1 112 60 6 23 112 266 

山陽 39.12. 1 433 46 152 500 2,109 8,792 

西成 39.12. 1 4 44 4 23 227 1 

九州 40. 7. 1 495 27 256 392 7,148 10,854 

北海道40. 7. 1 158 77 27 44 300 1,203 

京都 40. 8. 1 22 16 5 60 100 266 

阪鶴 40. 8. 1 70 11 17 44 265 1,134 

北越 40. 8. 1 101 54 18 74 298 934 

総 武 40. 9. 1 74 73 24 l2l 274 1,064 

尻総 40. 9. 1 39 32 ， 32 95 280 

七尾 40. 9. 1 34 27 4 19 77 243 

徳 島 40. 9. 1 21 39 5 25 46 197 

関西 40.10. 1 299 16 121 571 1.273 4,651 

参 宮 40.10. 1 38 58 10 88 74 388 

計 I 3,004 ooi 1.11si 3,05720.ss4i 48,409 -456,195,ooo 

中央線
東北線・常盤
線 ・ 紬崎線等
磐越西線
山腸線・播但
線等
大阪環状線
鹿児島線• 長
崎線等
雨館線

山陰線

福知山線

信越線

総武線

外房線

七尾線

徳島線
関西線· 草津
線・奈良線等
参宮線

注 1) 宇田正「鉄道国有化」（森川英正編「日本経営史講座第4巻，日本の企業と国
家」所収） 99頁による．

2) 原資料は，日本国有鉄道「日本国有鉄道百年史」第4巻，250-251頁．

動資産・計理等の調査と引継事務を担当した．第1表に示すごと<'明治40年

10月までに，北海道炭砿• 甲武 ・ 日本・岩越• 山陽• 西成 ・ 九州 ・北海道 ・ 京

都・阪鶴·北越• 総武· 房総• 七尾• 徳島• 関西 ・ 参宮等17社の買収を完了し

た． ここに主要幹線は，国有として運営されることになったのである．かくし
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て国有化前， 官設鉄道の営業マイル数は全鉄道の3分の 1 であったのが， 買収

後は全鉄道の90彩を占めるにいたった．

なお貴族院における法案審議の際， 幹線に該当しないという理由で買収の対

象から除かれた15社は， 川越 • 成田 ・ 東武• 上武• 豆相· 水戸 ・ 中越・豊川 ・

尾西・近江・ 南海 ・ 高野• 河 南 ・ 中国 ・ 博多湾の諸鉄道であった． 買収価格合

計は， 建設費合計の2倍弱の約4億8,000万円で， これに対して 5 分利付公債

約4億5,000万円が交付された． また日本 ・ 山陽 ・ 阪鶴の3社の悔運業および

西成の倉庫業については， 兼業に属する資産として買収され， 公債266万円の

交付があった．

ところで買収鉄道17社の株式は， 買収と同時に株式取引所への上場を廃止さ

れ， 以後は専ら現物市場で売買されていたが， その価格は， 明治41年半ばにか

けて低落の一途をたどり， その後は上昇に転じたものの， 公債の交付額と比べ

てなお割安の時期が続いた (8). この過程で， 買収鉄道の株式は中小株主等の手

を離れ， 銀行 • その他資産家の手に集中することになった ． まず， いち早くこ

のような買収鉄道の株式に目をつけ， その積極的な売買により莫大な利益をあ

げたのは， 小池国三• 神田錦蔵• 福島浪蔵（東京）， 2代野村徳七（大阪）な

どの有力な現物商もしくは現物取引に主力をおく仲買人であった． また彼らは

外商を通じて， 買収鉄道の株式を悔外へ輸出した．

さらに鉄道買収公債の交付は， 銀行・保険をはじめとする買収鉄道株式の大

口の所有者に対して， 大きな利得をもたらすことになった． 前述のごとく， 買

収鉄道17社は払込資本金の約2倍の鉄道買収公債をえたが， これによって大口

の所有者はその株式を2倍もの安全 ・ 確実な公債に引き換えることができたか

らである ． 十五銀行 ・ 三井銀行 ・ 住友銀行などは大きな利得を収めたのである．

以上は鉄道買収以前に鉄道株の大口所有者となっていた銀行 ・ 保険の状況で

あるが， 買収後の鉄道株下落の過程で， これを買い入れた銀行， その他の資産

家も， 鉄道買収公債の交付により「何れも三四割の利益を占め」ることができ
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たという ． 要す る に， 明治39年 以降に戦後経営の一環として行なわれた鉄道国

有化は， 銀行 ・ 保険等が納 税者であ る 国民大衆の負担ならびに中小株主の犠牲

において多大の金融的利得をあげ， そ の資本薔積を強化す る機会となったので

あ る ．

IIl 鉄道国有化後 の 動 向

鉄道国有法の公布 ・ 施行によって， 主要な私設鉄道は買収され， ここに私設

鉄逍は局地的交通機関にな る という態勢が成立したといえ る ． この結果， 私設

鉄道の監仔法規た る 私設鉄道法はほとん ど有名無実となり， しかもその法的規

制は， 単に一地方の交通を 目 的とす る 小規模な鉄道会社にとっては過壁でさえ

あった． そこで規則を緩和して， 鉄道国有化後のこうした地方の小鉄道建設を

促進す る 政策が要訥され る にいたったのであ る ．

明治43年(1910 ) には， 私設鉄道法に比べ る と， きわわて手続きが簡索化さ

れた軽便鉄道法が公布され， 続いて翌44年には， 軽便鉄道補助法が公布され，

新たに局地鉄追政策として軽便鉄逍政策が確立したが， これは，「小規模な局

地鉄道の建設に民間資本の投毀しやすい環境をつくりあげ， 補助金政策を採用

す る ことによって， 政府の鉄道会計からの支出を 低位にと どめ る 政策」(9), と

み る ことができ る ． 軽便鉄道法の公布 ・ 施行の初年度に， 軽便鉄道として免許

をえたものは23 社， 私設鉄道および軌道から指定変更をうけたものは27社で，

計50社にのぽった(10) . そ して明治44ー大正2 年 に軽便鉄道は 1つの ヒ° ー ク を

むかえたが， 当局の考えた局地鉄珀振OO策の持続期間は必ずしも長いものでは

なかったのであ る ．

他方， 鉄道国有化後は， 揺j鉄株を中心として， いわば第3 次鉄道熱期が到来

したといわれてい る点にも言及しておきたい． いうまでもなく南満州鉄道は，

H 露戦争により獲得した大連 • 長春間， 奉天 • 安東県間の鉄道とその支線， 鉄
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軌闇 開 業

哩数 特 許 年月 日
年月 日

哩 数 年 月 日 呪 吋1 年 月 日
- - 3 . 6,40 . 3 .  6 

9 . 6839 .  8 .  1 

2 . 03 39 .  8. 1 

. 64,40 . 10 . 14 

明治44年末に お け る 電車の営業状況

線｀ I 哩 数！
5 . 70 

麻布区天現寺橋， 神奈川県
川 崎町問
芝区白金郡市境界， 同 区三
田車即間
麻布区古川橋， 芝区車町闇

I 
芝区芝園橋， 金杉橋闇

開未業

闇区闇

. 21 139 . 8 . 1  

全 社 又 ハ
小 務 所 位 置

玉 川 電 気 鉄凍京府渋谷町字 I 
道 株 式 会 社 中渋谷 渋谷． 玉川 間

第 2 表
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2 . 54 芝区琴平町， 神谷町間
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2 . 00 ., 深川 区窟岡門前町， 沢棉梢

3 . 59 同宮岡門前町， 月 島間

3 . 13 日 本橘区鍛冶橋外， 霞岸島
緬町二こ

3 . 02 泉栢区築地三丁 目 ， 八丁堀
l,f] 

1 . 14 日 本栖区本石町． 丸ノ 内 中
央停車場間

2 .78 麹町区道三町， 呉服橋間
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日 比谷（闘）両国間
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日 比谷， 三 田 間

日 比谷， 新宿間
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両国， 厩梢問

亀沢町， 呉服梢間

須 田 町， 厩梧間
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6 . 67 本所区江束梧， 国鉄本所停
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湊町四丁 目 （梅香IIIJ経由）
神 明 町11',J
多 ll:ll通二丁 目 ． 羽阪通一丁
目 間
兵庫西出 IIIJ, 同 東 出 町間
多聞通五丁 目 ． 下山手通七
丁 目 間
荒 田 町三丁 目 ． 狂合六合間

3 . 571 春 日 野道， 狂合宮裂間

面
＝ ノ 宮町． 下山手通三丁 目

多 聞通二丁 目 ， 下山手通八
丁 目 閻
三 ノ 宮町一丁 目 ， 加納町三，
丁 目 閥

8 .  701 気
会

電
式

野
株

龍
逍

祈崎通四丁 目 （国鉄神戸駅
箭経由） 邪 日 野道同

神 戸 屯 気 鉄 1神戸市元Ill」通一

道 株 式 会 社 丁 目
ー

1
2
1

ー

4 . 8143 . 3 . 15 
半

1 1 . 35 

8 . 23 し
39. 1 1 .20 

. 7 1  ( 

計

西須磨， 明石間

3 . 431 明石町字相生町， 大 明石村

計

兵庫羽阪通， 西須磨1/\J

4 . 6 39 .  4 . 16 
（馬車）

3 . 6  26 . 9 .  1 
I 

9 . 14 

. 1 1 143 . 4 . 30 

8 . 00 

12 . 631渋川 町長塚， 同町下町間

川 越町， 大宮町1/U

i高崎市， 渋川 町間

！ 

軌 神戸市大開通九
社 丁 目

鉄 1 :l奇 E県川越 JUJ川
社越
喜高崎市常盤町

気
会

電
式

庫
株

兵
道

気
会
力
会

電
式
水
式

越
株
崎
株

川
道
高
気



1

6

 

ー

r
 

月
）
2
0

i

l
 

．．．．
 
i

 
年

梵
43

6
6

 
．

 

吋

3
3

 

呪

.

1

、
'

，
1
/

\;

日

ー

6

_．ヽ99,
1

,
3

13.9,
10

ー
，

251

許
日

．

．

．

．

．
 

月
月

4

6

4

7

12

線

特
年
年

且

ー

1

四

⑬

仕
9
99

位

'’

'

,．,'
 

0

3

04

49

51

41

47

9
 

，＇
 

数

5

O

l

．
 

数

．

．
 

哩
哩

2

10

9

1

31
'

,

9
 

業

山

営

二

堀

犬

兵

間
第

市

団

田
地

同

新
築

’

 

聞
師

J
 
．

 
．
 
．
 島

町
三

田
'

把

島
第

熱
割

十至ロ

ノ

ト
＝1
．．．．

 
、

9
砿

底
ニ

琵郡井
間

町
町

日
年
間

日
山
町

島
栄
闇
町
千
地

春
犬
倉

把
区
前
知
田
立

西
町
岩

琵
中
所
愛
然
埋

79

18

01

73

56

361

09

 

•

•

 

8

3

4

1

3

2

1
 

開未線

r 前柏市前代田村， 渋川 町間 9 . 15  

業n3
 
――
 

ー
）会 社 叉 ハ

事 務 所 位 置
開 業
年月 日

4 .  6144 . 1 2 .  1 1  

軌間
区

6 . 5 1  

3 . 13 

間区
名

前 柏 危 気 軌
迫 株 式 会 社 前栢市岩神村
伊 香 保 軍 気 軌
遣 株 式 会 社．群馬県伊香保町
成 宗 電 気 軌 千葉県成 田 町成
道 株 式 会 社 l丑
日 光 電 気 軌
造 株 式 会 社 栃木県 日 光町

道軌

3 . 6143 . 8 . 10 

3 .  6 36 .  8 .  5 

3 . 6
1
3 1 .  5 .  6 

＇ 
I 

4 . 641岩ふ＼鳥返間， 並別倉馬返間

3 . 52 

. 30 

渋川 町， 伊香保町「rn
成 田 町成 田 ， 印h閤郡公律村
1/\J 
国鉄 I I 光）以， 袈悦．廿\J
同鉄山 LEI駅前， 二見町， 江
村間

瓢治山 田 市岩淵I

I
呈翡翡1下馬栢， 二見'"· 内

訟叫 神 I王I , 久志本， 同
村， 烈i禎 1 / 'r]

I轟鱈翡戸i"戸"· 愛知

国鉄名 古屋吹前， 愛知郡東
山間， 並千種!HJ

・
， 千稲駅間

中区新栄町， 同区門前町間

怠 沿 覧唸 麟蒻言那 ！ 中区栄町六丁 目 ， 熱田伝馬I !IIJ/1 \J 

I

熱 1 1 :1旗尻町， 千年ニ ノ ·.�v rm
西区菊井町， 西春 日 井郡琵

1 把島町間

4 . 77 

気
会

電
式

努
株

伊
道

ー

1
2
2

ー

名古屋市南外堀町，
川通間

1 6 . 33 計·

r !  
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3 . 6 43 .  7 . 1 5 

3 . 6 39 . 1 1 . 28 

国鉄大1

1 .  4 1 名古屋市南区東築地 々 内

4 . 08 三島町字久保町， 同伝馬111]"1
間並沼津町地内

7 . 44 

鉄1愛知県西春 日 井 名古屋市南外堀町， 東春 円
社郡六郷村 j I 1 2 .  78 西春 日 井郡六郷村，

井郡瀬戸町1廿J 曽根駅前間
I 

I
計

軌 名古屋市南区熱 名古屋市南Iヌ東築地， 愛知
社 田東築地 郡呼読IJIJ既面 間
鉄

l

」 静岡 県三島町 国鉄沼津1.沢前， 伊豆鉄道三！翡 ， 島駅前間

�- 岐阜県岩村町 i岩村町， 大井町1閉仕

軌 岐阜市金龍町ー ） 知町尾沢問
I 岐阜市柳 ケ 瀬町， 武像郡有

!

1 5 . 531 

社 丁 目 岐阜市神 田 町八丁 目 ， 同木

］
町間 1 . 42 岐 阜市木町， 同 港町間

翌 貫 贋 棗 喜麟鰐眉区
新

嘉霜鱈)J:し村， 辰野伊 l: ::il那"御l乱， 飯田 町l蜀

広 島 呉 電 力
株 式 会 仕」 広島市段原村 呉市川原田， 国鉄踏切1/JJ, 庄山 田 村大新開ニ ノ 割，

同踏切遊廓間並呉駅前支線 2 . 10 
岩 国 電 気 軌

1村川原 田 間
� 山 口 県岩国町 岩国町錦見， 玖珂郡麻里布

道 株 式 会 仕 村IIり 2 . 70麻里布村室木，
和 歌 山 水 力 電 ．」．和歌山市岡山町 南悔鉄道和歌山駅前， 悔草
気 株 式 会 社 郡黒江町字Ii]尾間

1 , 三泊

浜

町 （松山市経由） 温
泉郡道後村間

胃：=�::: 『経由） 1 3 . 56 

気
会

電
式

戸
株

瀬
道

気
会
気
会
気
会

電
式
電
式
電
式

田
株
豆
株
村
株

熱
道
駿
道
岩
道 3 . 6139 . 1 2 .  5 

気
会

電
式

談
株

美
道

29 . 08 30 .  2. 27 

同
同村北開閻

6. 751紀三井寺村， 宮前村間

I 闘嵐論唐人 町， 同 市西

I
5 .  721 三津浜町地内

計

3 . 6144 . 2 . 1 1  
I 

3 . 6142 . 1 2 . 28 

3 . 6142 . 1 0 .  31 

3 . 6142 . 2 .  2 

1 . 1 2143 . 9 .  1 7  

. 55 43  . 10 . 20 

|
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3 . 6142 . 2 . 1 1  2 . 76 43 . 1 0 . 1 5  

4 .8[44 . 8 . 3 1  
半

1 . 05 40 . 1 0 . 14 

. 38 39 .  9 .  2 1  

1 . 43

i 

3 . 6137 . 4 . 30 8 . 1 1  42.  3 . 16 

. 43140 . 5 .  l ! 
I I 

I 
1 . 63高知市種崎町， 長岡郡久礼

· . 22 田 村間

1 5 . 6 1  

I 門司市本町＝丁 目 ， 同 市 日
i 出 町九丁 目而

計

軌］ ］松山市一番町社

I 

魯 高知市本町

I 

気
会

電
式

山
株

松
道

気
会

電
式

佐
株

土
道
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哩
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間

九 州 電 気 軌
道 株 式 会 社I小倉市船頭町

区打99
 

I

門 司市木OIJ三丁 目 ， 黒崎町
城石間

区
名逍軌

4 . 8144 . 10 .  2 
半

4 . 8143 . 3 .  9 
半

o . ,u呉服町， 悔岸通三丁 目 間[

5 . 07 

闊 負 塁 塁 喜 福岡戸州崎町 1 国鉄博 多駅前 （柳 栢須'恥,1
（電気動力部） 手町経由） 筑紫郡戯平村f/- \J I

I i 

I

靡篇郡千代村， 福岡市茄戸

国鉄博多駅前， 呉服町間

計

4 . 45 
福 博 電 気 軌
道 株 式 会 f,_ 」福岡市天神町上

|
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般 後 電 気 鉄
道 株 式 会 社i大分県別府町 3 . 6133 . 5 . 1 0  7 . 08 別府ll!J

・
， 大分町間

••
 

-
1
日

注） 鉄道院 「明治44年度大正元年度鉄道院年報」 軌迫之部，

b68. 45 I 1427 . 651 

3 -1 1 頁に よ る ．

合



道付属地， 撫順 • 煙台炭坑な ど の 付）属事業を 経営す る た め の I玉l 策会社で あ っ

た ． 資本金2 億 円 の う ち 半額は 日 本政府が引 き 受 け る こ と に し ， さ ら に 政府は

民間株主に 6 9<る の配当 を保証 し た が， こ の会社の設立は 戦後好況 の き っ か け と

な り ， 事業熱 と 投資熱を よ び起 こ し た の で あ る ． と い う の は ， 鉄道国有化の結

果， 「確実な る 放資物」 で あ っ た鉄道株の 大部分が一挙 に し て 消滅す る こ と に

な っ た た め に， 新 た な投資対象を求 め て い た全国 の投資家層 が満鉄株の募集 に

殺到 し た か ら で あ る ． 野田 正穂氏は， 「折か ら の株式ブー ム の な かで ， 南満州

鉄道の株式募集 は 募集株数九万九000株 （一株の額面二00 円 ） に対 し て 申

込み株数は実に 一億六七三万株， す な わ ち 一〇七八倍に達す る と い う 熱狂的な

『株式熱J を現出 し ， な か に は 大倉喜八郎 の よ う に 一人で九万九000株を 申

し込んだ者 も 一人 に と ど ま ら な か っ た ． こ う し て ， 募集締切 り 前か ら は じ ま っ

て い た権利株 （五円 の証拠金領収書） の売買は， 締切 り 後に は 『狂暴 の有様に

て猛進 しJ, -o月 に は つ い に 四二円 の相場を記録 し た ので あ る ． そ し て， 一

0月 末 に応募者 に対す る 株式の割 当 が行 な わ れ （大倉喜八郎 へ の 割 当 株数は九

ー株 / ) , こ こ に南満州鉄道は株主数一万一〇一人を擁す る 日 本最大の 鉄道会

社 と し て 設立を み た ので あ っ た」 (11)' と 指摘 さ れて お ら れ る ．

ま た 「鉄道国有化後の株式投資の対象 と し て は二次的な地位を 占 め る に す ぎ

な か っ た」 (12) も の の， 第 3 次鉄逍熱 の 一翼を担 っ た も の と し て， 当 時大都市

を 中心 に 全国 的 に み ら れた電気鉄道会社熱 も 見落せ な いで あ ろ う ．

そ の 喘矢は， 明治28年 (1895) 1 月 の京都電気鉄道の市街電車で あ る が， 大

阪 を 中 心 と す る 状況をみ る と ， 同38年 4 月 開業の 阪神電気鉄道を は じ め， 既設

南tfij鉄道の電化， 箕面有馬電気軌道， 京 阪電気鉄道な ど， い く つ か の郊外電車

が産ぶ声を あ げ た こ と が注 目 さ れ る (13) .

な お ， こ の過祝で， 同40年 2 月 に 安 田 善次郎 ら に よ っ て東京 ・ 大阪間をむす

ぶ全線複線の電気鉄道の敷設を 目 的 に 資本金1 億円 ( 1 株額面50円） の 日 本電

気鉄道の設立が計画 さ れ た こ と は ， そ れが官設の東海道線 と 競合す る と こ ろ か
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ら ， 政府 の設立認可をえ る こ とはできなかったにせ よ ， 当 時 の 第 3 次鉄道熱 が

いかに旺盛であったかを示すに足りるものであったといわれる ． さ ら に 同39年

3 月 に国有化が決ま っ た阪鶴鉄道の重役 （大株主） に よ る前記箕而有馬電気軌

道 （明治39年12月 認可， 資本金550万 円 ） の設立計画は， 第 3 次鉄道熱と鉄道

国有化と の密接な関連を端的に示すものと されている ． し か し， 一般に戦後恐

慌の過程で電気鉄道は少なか ら ぬ打撃を蒙り， こ こに第 3 次鉄迅熱も沈静を余

儀なくされる こ とになった(14) .

詳細な説明は省略するが， ただこ の時期に郊外電車 の端紹が開 ら かれた こ と

は注 目すべきであるか ら ， 参考までに， 第2表に明治44年末における電車 の営

業状況を掲 げ てお こ う ． 当 時全国 の軌道総数は150, 哩数は約1, 818哩余に達 し

て おり， うち 開業軌道は102, 哩数は938哩余 （未開業線381哩余） ， 未開業軌道

は48, 哩数は498哩余で， 開業軌道の 内訳は電車41, 機関車 6 ' 石油発動車 1 '

馬車41, 人車13であった． 電車 の ウ エ イ ト が 高くなっている こ とが 察せ ら れ

る． 営業哩数でも電車は427哩余 （未開業線26!<哩余） で第1 位であり， 第2 位

の 馬叶(277哩余 （未開業線11哩余） を大きく引 き離 し ていたのである(15) .

W お わ り に

以上， 明 治期鉄鉄道史 の 流れに一応 の メ ド をつ け て おくために鉄道国有化前

後 の動向を概観 し て きた． 鉄道史の研究は， 注(1)で示 したごと く ， さま ざまの

視点か ら の分析が行なわれてきたが， われわれは， いま斬 く 日 本資本主 義 の 発

展法則で単純に割り切って ゆ く立場か ら ではなく， 基本資料の発掘につとめ，

こ れに柚づいた 具体的な 個別鉄逆の 性格の分析を続けていきたいと思う (16) .

というのは， 青木栄一氏も指摘 される ご とく， マ ク ロ 経済学的な立場か ら ば か

りではなく， 厳密な資料分析に よ って， 「 1 つ 1つの事実を確認 し， そ れぞれ

の時代の 日 本 の政治 ・ 経済のなかで意義づけて ゆ く作業」 (17) が童要だと思うか
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ら で あ る ． こ う し た視点は， 地域的 な 問題を も 視座 に お く 立場で あ り ， 最近の

研究動 向 を反映す る も の と い え よ う ．

注

(1) 前者については， 拙著 「明治前期輸送史の砧礎的研究」 （雄山閣出版， 昭和53年） 第

1 部第 3 章を参照 さ れた い ． 後者につい ては， 拙稿 「わが国軽便鉄道史の一側面ー山
東軽便鉄道の場合ー」 （大阪府立大学 『歴史研究」 第21号， 昭和55年） が一応の参考
と な ろ う ．

こ こ で鉄道史研究の状況を簡単にふ り かえ っ てお く と ， 何よ り も 官庁編さ んの韮本
文献 ・ 資料が 目 立つ． 基本的な も の と しては， 鉄道省編 「 日 本鉄道史」 3 巻 （大正10

年）， 日 本国有鉄道 「 日 本陸運二十年史』 3 巻 （昭和31年）， 同 「 日 本陸運十年史」 4

巻 （昭和27年） ， 同 「 日 本国有鉄道百年史」 19巻 （昭和44-49年） な どがあ り ， 資料
的価値を も つ も の と しては， 同 「エ部省記録」 10巻 （昭和37-55年） ， 鉄道院 「本邦

鉄道の社会及び経済に及ぼせ る 影密」 付図と も 4 � (大正 5 年） ， 逓信省 「鉄逍国有
始末一斑」 （明治42年）， 同 「国有鉄道整迎—斑」 （明治43年） ， 日 本国有鉄道 「鉄道

終戦処理史』 （昭和32年， 大正出版復刻昭和56年） な どがあ げ ら れ る ．

こ れに準ずる も の と して， 鉄道企業が 自 ら の歴史を記録 した社史の類いがあ げ ら れ

る ． こ の う ち 明治期に編 さ ん さ れた社史については， 「鉄迫局 （庁） 年報」 と と も に
野田正穂 • 原田勝正 • 青木栄一編 「明治期鉄道史資料」 第 1 期全 2 集 （ 日 本経済評論
社， 昭和55-56年） と して復刻 さ れてい る ．

つ ぎに， 第 2 次大戦後の研究動向を瞥見 してお こ う ． 管見の限 り で， そ の一部を示

す と ， ま ず最初に 日 本資本主義発達史の中で鉄道史を位附づけ る 労作が刊行さ れた ．

富永佑治氏の 「交通にお け る 資本主義の発展一 日 本交通業の 近代化過程ー」 （岩波書
店， 昭和28年） をは じめ， 国有鉄道につ い て は， 大島藤太郎氏の 「国家独 占賓本と し
ての国有鉄道の史的発展」 （伊藤書店， 昭和24年） ， 島恭彦氏の 「 日 本資本主義と 同有
鉄道」 （ 日 本評論社， 昭和25年）， 私有鉄道については， 中西健一氏の 『 日 本私有鉄道
史研究一都市交通の発展 と そ の構造ー」 （ 日 本評論新社， 昭和38年， 増補版 ミ ネ ルヴ
ァ 書房， 昭和54年） な どがあ り ， 主 と してマ ル ク ス 経済学の立場か ら の経済史分析に

よ っ て鉄道史研究は 1 つの先鞭をつけ ら れた のであ っ た ． 少 し あ と に は， 池田 博行氏

の 「交通資本の論理」 （ ミ ネ ル ヴ ァ 苔房， 昭和46年） が 出 た ． 金融史の側面か ら は，
野田正穂 · 正木久司 • 杉山和雄 • 星野営夫氏等の分析があ げ ら れ る ． 主 と して株式会
社金融史の一邸と して鉄道部門を と り あ げ ら れた わ け で あ る が， と く に野田氏の証券

市場史に 関す る 一連の研究は， さ き に大著 「 日 本証券市場成立史一明治期の鉄道と 株

式会社金融ー」 （有斐閣， 昭和55年） と して集大成さ れた ． さ ら に商品流通あ る い は
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市場構造の関連を重視する老川慶喜氏， 企業経営史では， 石井常雄氏の先駆的業績を
は じめ， 宇田正氏な どの研究が注目 さ れる ． 政治史の立場か ら は， 田 中時彦氏の 「明
治維新の政局と 鉄道建設」 （吉川弘文餡， 昭和38年） が注目 すべき成果であ り ， ま た
原田勝正氏は政治史的背景をふまえな が ら ， 鉄道技術史 に も 力 を入れてお られる ． 同
氏は， 前掲 「 日 本国有鉄道百年史」 の編さ ん事業に参画さ れ， 実に多 く の資料に 目 を
通 さ れたよ う であ る が， 青木栄一氏と の共著 「 日 本の鉄道一100年の歩みから一」 （三
省堂， 昭和48年） を は じめ， 日 木科学史学会編 「 日 本科学技術史大系」 第16巻土木技
術 （第一法規， 昭和45年）， 「鉄道の語る 日 本の近代」 （そ しえて文庫， 昭和52年），
「満鉄」 （岩波新苫， 昭和56年） な どの著杏が あ る ． ついで地方史 ・ 地理学の立場か ら
は， 何よ り も 青木栄一氏が多 く の地方鉄道についての実証的研究を さ れ， 大 き な成果
をあげてお られる ． 前掲原田氏と の共著の ほか， 「富士山麓史」 （富士急行， 昭和54
年） な どが公刊 さ れてお り ， その他論文はすこ ぷ る 多 い ． ま た 中川浩一氏は， 「茨城
県鉄道発達史』 （筑波害林． 昭和56年）， 『茨城の民営鉄道史」 （筑波書林， 昭和56年）
な どを著わ した ． こ の方向は， 戦後の地方史研究の盛況， と り わけ地方 自 治体の編さ
ん事業と も 関連を も ち な が ら ， い っ そ う 研究を深化させて き た と い えよ う ． なお原田
• 青木両氏も 煎視される点で あ る が， 社会生活と の 関連で， 民衆史の立場か ら の 研究
も すすめ ら れてい る ． ただ， こ の点は今後の課題であ ろ う ． 最後に， 実証的立場から
の資料的価値を も つ文献 と して， 和久田康雄氏の 「資料 ・ 日 本の私鉄」 （鉄道図書刊
行会， 昭和43年， 改訂昭和47年， 三訂昭和51年）， 鉄道百年略史編さ ん委員会 『鉄道
百年略史」 （鉄道図書刊行会． 昭和47年）， 鉄道建設業界 「 日 本鉄道請負業史一明治篇
ー」 （昭和42年）． 日 本鉄道建設業協会 「 日 本鉄道請負業史ー大正 • 昭和 （前期） 篇ーJ
（昭和53年） ， 沢和哉 「鉄道一明治創業皿顧談」 （築地書館， 昭和56年） な どが あ る
こ と を指摘 してお く ． 和久田氏に は， 「 日 本の私鉄」 （岩波新ふ 昭和56年） ， 沢氏
に は 「鉄道に生き た人びと 〔鉄道建設小史〕 」 （築地書館， 昭和52年） な どの著害 も
あ る ． ま た輸送史全般については， 翌田武 ・ 児玉幸多編 「休系 日 木史叢苫24, 交通
史」 （山川 出版社， 昭和45年）， 松好貞夫 • 安藤良雄編 「日 木輸送史」 （ 円 本評論社， 昭
和46年）， 運輸経済研究セ ン ク ー近代日 本輸送史研究会編 「近代LI 木輸送史ー論考 ・
年表 · 統計ー」 （成山堂書店， 昭和54年） な どが刊行さ れてい る 。

以上， 日 本鉄道史に関する成呆の一端を みて き た が， 最近青木栄一氏は， 「 日 本の
鉄道史研究のあゆみ」 （鉄道 ジ ャ ー ナ ル社 「鉄道 ジ ャ ー ナ ル」 第173号， 昭和56年）
と い う テ ー マで， 広い視点か ら 鉄道史研究の回顧を さ れてお ら れる こ と を付記 してお
＜ ．  

なお， 以下の記述は， 原田 • 青木， 前掲昏， 野田， 前掲害な どに負 う と こ ろが大 き
ぃ ． 付記 して， 謝意を表する ．

(2) 原田 • 青木， 前掲肉9&頁． 以下同 じ．
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(3) 佐藤豊彦 「 日 本に お け る 鉄道国有化過程」 （池田， 前掲書所収） 307-308頁．

(4) 宇田正 「鉄道国有化」 （森川英正編 「 日 本経営史講座第 4 巻， 日 本の企業と 国家」 所

収， 日 本経済新聞社， 昭和51年） 95頁．
(5) 原田 • 青木， 前掲書109-1 10頁．

(6) 『東洋経済新報」 第399号， 明治39年12月 25 日 付， 29-30頁．

(7) 前掲 『 日 本国有鉄道百年史」 第 4 巻 （昭和47年） 475頁．

(8) 以下， こ の辺の記述は， 野田， 前掲書301-306頁に よ る ． 詳 し く は， 同書を参照 さ れ

た い ．

(9) 原 田 • 青木， 前掲-;t;:149-150頁．

00) 同 上, 151頁．

(11) 野田， 前掲書311頁．

(12) 同上， 312頁．

03) 京阪神匿にお け る 電気鉄道の あゆみについては， 青木栄一 「 日 本の 鉄道ー京阪神函

（大阪近郊） の鉄道網のあゆみー」 I 大阪東郊 • 奈良県， Il 大阪南郊' ][大阪都心部
W大阪北東部 と 京都付近， V大阪北郊 • 西郊と 神戸付近 （前掲 『鉄道 ジ ャ ー ナ ル」 第
158 · 159 · 171 · 172号， 昭和55-56年） が詳 し い ．

(14) 野田， 前褐術311-312頁．

05) 鉄道院 『明治四十四年大正元年度鉄道院年報』 軌道之部 （大正 3 年） 1 頁．

(16) 最近の拙稿を， 5 点あ げて お く ．

1. 「近代大阪にお け る 欽道建設の一類型ー地方鉄道創業史の 一鞘ー」 （黒羽兵治郎先

生喜寿記念会編 「大阪地方の史的研究」 所収， 巌南堂， 昭和55年） ．

1 .  「大阪 ・ 和歌山間の鉄道建設について 一国鉄阪和線生誕の過程一」 （大阪市史編簗
所 『大阪の歴史」 第 2 芳， 昭和55年） ．

1 .  「紀勢線の敷設問題 と そ の周辺」 （『近畿大学短大論集』 第13巻第 2 号， 昭和56年） ．

1 .  「都市交通史の研究ー和歌山の市内電車について一」 （阪南大学 「阪南論集」 社会

科学編， 第16務第 3 · 4 号， 昭和56年） ．

1 .  「局地鉄道の成立と展開ー和歌山県下の 3 軽便鉄道をめ ぐ っ てー」 （前掲短大論集
第14巻第 1 号， 昭和56年） ．

(1り 青木， 前掲 「鉄道ジ ャ ー ナ ル」 第173号所収論文， 141頁．
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